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１．概要（Summary ） 

Co及びMn基ホイスラー合⾦の多くはフェルミ準位上のス

ピン偏極率が100％のハーフメタル型電⼦構造をもつこ

とが予⾔されており、スピントロニクス材料として世界

的注⽬を集めている。しかしながら、そのスピン偏極電

⼦構造は元素置換や秩序構造の乱れにより簡単に崩れる

ことも知られており、実⽤化に向けたハードルとなって

いる。本研究では、強磁性体Co2MnSi、Co2FeSiに着⽬し、

X線吸収端における広域微細構造の磁気円⼆⾊性（XMCD）

を測定し、局所構造の変調と磁気電⼦状態の相関を元素

選択的に明らかにすることを⽬的としている。 

 

２．実験（Experimental） 

実験はSPring-8 BL23SUの軟X線XMCD装置を用いて実施し

た。遷移⾦属2p吸収端の⾼エネルギー側に現れるEXAFS 

域に対し、キッカーマグネットによる偏光変調光学系を

⽤いた⾼精度XMCDにより、Co2MnSiとCo2FeSiの測定を行

った。測定は温度擾乱の効果を抑えるべく20 Kで実施し、

印加磁場２Tの条件で行った。さらに、磁気EXAFS振動を

フーリエ解析するために Mn 2p吸収端（約640 eV）及び 

Fe 2p吸収端（約 710 eV）から1400 eVまでの広いエネル

ギー帯域で測定を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Co2MnSi、Co2FeSi の XMCD スペクトルの Co 吸収端の高エネ

ルギー側に明瞭な磁気 EXAFS 振動が観測され、励起エネル

ギーの増加と共に振動成分が減衰する傾向が観測された。

磁気 EXAFS 振動の周期は Co2MnSi、Co2FeSi 共に大きな差は

なく、両者が同じ L2１構造を保持していることを反映して

いる。一方で、磁気 EXAFS 振動の振幅において両物質で明

瞭な違いが観測されたことから、Co の隣接サイトの Mn ま

たは Fe の局所磁気モーメントが、磁気 EXAFS 振動に影響

を及ぼすことを示している。本研究結果から、磁気 EXAFS

が結晶構造の秩序構造の新たな側面での評価手法として活

用できる可能性があるため、系統的な研究が必要不可欠で

ある。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 


